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 視覚刺激(閃光)によウ誘発される光原性てんかん発作は,反射惟てんかんの一つとして古ぐ
 から知られている。その発生機序に関しては従来,間脳。視床。後頭葉。大脳皮質等の関与が示
 唆され,また視覚性特殊投射系あるいは非特殊投射系の径路が推論されているが,現在な沿その
 屍解嫡混乱していると云って過言ではない。また従来光原性てんかんに関する報告では・小児
 に多くて成人に少ないと云われている。
 本研究は成人光原性てんかん患者の臨床像。脳波所見,沿よび実験的に得た視覚誘発電位(以
 下VEPと略す)などを総合的に分析しπものである。そしてそれらの諸所見に基づき,光原惟
 てんかん乏)発生樫制を電気生理学的に解明し,一万VEPの臨床応用を検討した。
 '被'験者および方法
 被験者は成人光原惟てんかん患者18名で,対魚として正常成人50名,成人大発作型てんか
 ん患者'20名を選んだ。実験にはXeOOn管放電光刺激装置(強度t4jouユe/fla8h),
 V弓P記録にはデータ処理用電子計算機を用いた。
 被験者を抑臥位とし}室内ぽ0.51ux以下に保つπ。脳波記録ば目.朶不関電極の単極導出法を
 用い,光刺激。過呼吸に加えて睡眠澄よぴMegtmide-me七razo■(M-M)賦活を行なった。
 光刺激ほ5から50サづクルに幻πる反復閃光刺激を,眼開閉を含めて10～20秒間一与えたが
 発作波が誘発きれる場合は速かに中止し,まπ硫一M賦活は最小薬量にむさえた。▽招Pにかい
 ては,安静開眼時に1秒以上の不規則な間隔で単発閃光刺激を与え,20回の反応を加算した。
 記録部位は左後頭部(0、),解析時間は250m8ec(必要に応じて500。1,000m8ee
 まで)とした。VEPは睡眠。M-M賦活時にも配球し,また同一被験者では約1年半の尚に2
 ～6回に及ぶ記鰍をした。対照群でも上記同様である。
成 績
 反復閃光刺激で誘発される発作波に基づ廷,光原性てんかんを全汎型(全汎性出現)と後頭部
 型(後頭部優位出現)の2型に分類しπ。臨床的には,金沢型では大発作,後頭部型では大発作
 に筋樒搦癸作を伴う発作型が多く,また発病年令は前者で平均1t2.オ,後者で2'5.8才である。
 日常の光刺激に対して過敏性を示すものが後頭部猛llに多(,更に同型では遺伝負因が3家系に認
 められ,しかも振戦。性格偏奇などの神経精神症状も多く認められた。一般脳置検査では,とく
 に後頭部型に於いて,基礎律動がより不規則であり,闘敏性全汎性異常波が頻発し,更に後頭部.
 限局の散発性棘波が認められる例が多かった。全洲、型では雛眠賦活が,後頭部型では過呼吸賦活
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 がより効果的であり,更に後者ではより強い光過敏性が認めわれπ。
 VEP波形は個人差が大きいが,一定の実験条件下では安定しπ再現性が得られた。正常の
 ▽EPは通常250m6ec以内に認められる3～4個の2相性の小波よ堕なる。最初の潜時20
 ・～ろ0皿secに出現する陽性変動は必ずしも全被験者に認められず,従ってこの頂点を0とし,
 以下陰性一陽性の2相性小波の各頂点をそれそれ1から班とした。頂点0からWまでの潜時ほそ
 れそ=れ257。4Z7。65.5。799。112.4・1491。1890m8ec,振巾は2.01
 -t79。1.52。一2.67。6.51。一2,マ6。4、99μVであった。大発作てんかん,光原
 性てんかん患者でも類似した位相の波形が認められた。ちなみに,最初の陽性一陰性の2相性の
 波は,動物実験から類推すれぱ第1次反応であり,視床の特殊投射系を経て出現する。これに続
 ぐ波は第2次反応であり,視床の非特殊投射系を経て誘導されるものと考えられる。
 全汎型光原惟てんかん群と対照2群の間では,潜時の有意差は認められなかったが,振巾に関
 しては且。皿。N。V波が著明に増大しπ。後頭部型光原性てんかん群と対照2群の間では,潜
 時が1。五。班・N。V。筑波とも短縮しているが真とくに皿とN波の潜時短縮が著しい。振巾
 も各彼とも増大しているが,とぐに皿。坪。V波の増大が著しく・≧りわけy波の罐木が著明で
 あった。光原性てんかん両型間の比較では,後頭部型に潜時短縮と振巾増大の傾向が著明であり
 とくに皿。W。V波の潜時が著しく短縮し,y。V波の振巾¢)増大も著明であうた。
 軽眠期では皿。N彼の潜時延長,振巾m-Nの減少傾向が,単一M賦活時には理波の潜時短縮,
 振巾.皿一N。邸一Vの増大傾向が謂められた。'とぐに後頭部型でこの傾向はよウ著明であった。
 光原性てんかん患者の経時的VEP記蘇からVEP所児と臨床g脳波所見の間に相関があり,
 かった。
 士
O
帝
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 1)18名の成人光原性てんかん患者の臨床。脳波かよび視覚誘発電位の研究を行なつπ。
 2)反復閃光刺激によって誘発される脳波像に基づき,光原性てんかんを全汎型と後頭部型の2
 型に分類した。3)臨床的には,全汎型では大発作,後頭部型では大発作に筋樒搦発作を伴ない
 更に後者では発病年令が遅く,振戦等の神経症状もみられ,遺1云負因の認められ.る症例が含まれ
 る。4),全汎型のVEP所児は第2次反応が変化し,後頭部型では第2次反応の変化は更に著し
 く,それに加えて第1次反応の変化も認められた。5)第2次反応は睡眠。M-M賦活時にその
 賦活段階に平行する変化を示し,とくに後頭蔀型でより著明な変化が認められπ。6)VEPの
 経時的記録よ珍,臨床。脳波所見の推移と密接な関係があることが確認され,その臨床的応用の・
 可能性が強調されるところである。
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 審査結果の要旨
 閃光刺激によって誘発されるいわゆる光原性てんかん発作は,反射てんかんの一型として古く
 から知られているが,その神経生理学的機序はいま尚つまびらかではたい。本研究は成人光原て
 んかん者の臨床・脳波像を追.究するとともに,閃光誘発電位`VEP)像を分析し,病的機序の
 解明・意味と,r方ではVEPの臨床応用的可能性を考究したもので脅る。
 被検者は光原てんかん者18名,対照として正常成人60名,成人大発作痙攣てんかん者20
 名である。閃光はXenon管放電光刺激装置を用い,V寧Pはデータ処理用電子計算機で20回
 の反応加算を求め,そめ性状を分析した上で分類した。
 以上の方法で縛られた結果をみるに,主所見は次述のようである。すなわち,著者は光原てん
 かん者にみられるVEPのパターンを2型にわけ,誘発電位が頭蓋全般に生ずる〃全汎型"と,
 ・それが後頭部に特に著しい〃後頭部型〃としたが,それぞれの型の性状を詳細に分析している・
 ことは論をまたたいところである。
 ところで,上記2・型を因子として臨床症状との相関を求めて行くと,そこに種々の関連がある
 'ことが見出されたが,そのたかで特記すべき所見は次の通りであるという。す友わち,全汎型で
 は大発作痙攣に親和性がある一方,後頭部型では大発作痙攣に筋構搦が伴うこと,さらに後者
 では発病年齢がかそく,振戦麦どの神経症状もみら砺かつまた遺.伝負因が濃い友どの特性をも
 つ。毒為VEPを経時記録してみると,そこには臨床・脳波像との相関,とくに臨床的改善と
 か浸り密接友関係があることが見出され,この点について著者はVEP記録がもつ臨床的意義を
 示唆し,臨床応用の可能性を指摘している。
 また,VEPの性状のなかで}全汎型の所見は動物にみられる第二次反応が変化した像を呈し,
 後頭部型ではその変化が更に著しく,また第一次反応も比較的よくとらえられるという・一般に
 第二次反応は睡眠・M-M賦活に平行して変化する傾向をもつが,とくに後頭部型ではそれが著
 しいことも見出している。そしてぞれらの所見を中心として,これまでにみられる動物実験によ
 る知見と対比し左がら,▽EP発生の機序にも言及している。
 このように本研究は,光原てんかんという特有た疾患の病態生理学的側面を追究し,しかも臨
 床との相関について種々の知見を提供しているが,学位授'与に充分に価すると云い得るであろう。
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